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である.ここで,逆温度 q(但し,--≦q≦■∞)を導入して,サイズが nで m個の粒子を含む
系の分配関数を Zn.m(a)とする.- ミル トニアンH には部分列が観測される確率 カ(S1,...,Sn)
の情報量 -1n♪(sl,…,Sn)が対応する.すなわち,サイズ nの系の分配関数は
(2) Zn(q)=宗,exp(-qH(sl････7Sn))
ここで H は前述のノ､ミル トニアンである.そして,次の母関数 Eを導入する.
o〇 Tt
(3) E (P,q,FL)-∑ ∑ e-PneFLmzn,n(q)
n=OTn-0
系のサイズ n正共役な変数 Pは圧力に対応し,粒子数 mに共役な変数 FLはケミカル ･ポテン
シャルに対応する.
我々はEを関数 U()I)を用いて厳密に書 き下 し,熱力学的極限における自由エネルギー





















名古屋大学工学部 本 田 勝 也
自己相似性とい う条件下ではあるが,フーリエ解析では捉え切れない複粍な図形を定量的に
特徴づけ解析する手段 としてフラクタル次元は非常に有効であ り,多 くの分野で適用されてき
た.フラクタル研究は,その後マルチフラクタル次元とセルフ･アファイン図形に発展してき
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